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※概要（Summary）： 

 仏 FEMTO-ST 研究所は、東京大学生産技術研究所

集積化マイクロメカトロニクス研究室（LIMMS, 

CNRS-IIS）と共同で、フランス国立研究機構（ANR）

特定領域研究「Smart Blocks II」を受託している。同

研究タスク実現のため、Julien Malapert 氏が 2012

年 11 月までの 1 年間東京大学三田研究室に在籍し、

熱駆動型のマイクロアクチュエータの新しい製法と、

駆動回路との集積に関する研究を行った。 
※実験（Experimental）： 

Smart BlocksII プロジェクトでは、数センチメート

ル角の「Smart Block」を自律分散制御し物体搬送シ

ステムを構成することを目的としている。このブロッ

クには、底面と上面の両側にマイクロアクチュエータ

が設置され、底面アクチュエータによって自らが移動

できるとともに、上面アクチュエータによって物体を

所望の位置に搬送するという機能を持つ。Malapert

氏は、上面アクチュエータならびに物体検出回路の検

出部分を担当している。 

 
図１：Smart Blocks の概念図 

上面アクチュエータの形式として、東京大学藤田博

之研究室で実績のある熱駆動型繊毛アクチュエータ

を採用したが、このプロセスは酸素プラズマアッシン

グ工程を必要とし、結果として一層あたり 6 工程を必

要としていた。本研究では新しく、感光性ポリイミド

を構造体と用いることを提案した。これによって層あ

たりの工程数を半減することができる。作製は全て武

田先端知ビルクリーンルームにて行い、公開装置である

高速大面積電子線描画装置、マスク・ウエーハ自動現像

装置群、光リソグラフィ装置、4 インチ高真空 EB 蒸着

装置形状・膜厚・電気・機械特性評価装置群（特に

MSA-500）クリーンドラフト潤沢超純水付、ステルスダ

イサーを利用した。 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

 図２に示すような、繊毛型アクチュエータを作製した。 

 
図２ 作製した繊毛型アクチュエータの写真 

 東大拠点の公開 MSA-500 振動解析装置でアクチュエ

ータのボード線図を取得した。結果、アクチュエータの

最大動作振幅 15µm、カットオフ周波数 10Hz の標準的

なローパス型の動作特性を得ることができ、新プロセス

の有効性が実証された。 
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